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本研究は、奈良時代を中心とした古代日本建築を研究対象とし、「様（ためし）」
と記録に残る計画資料の内実や授受関係、機能の検討を通じて、当該期における
建築造営の状況を示し、その社会的特徴について解明することを目的としている。 
建 築造営の歴史的背景を検討することは、建築史学のうちでも建築生産史学と

呼ばれる。特に古代文明における建築造営では多くの組織と技能が関与し、人員
や材の徴発などが集権的な政治体制のもとで直営的に進められるため、研究は当
時の国家機構や制度を含めて考察する必要がある。そのなかで、本研究が対象と
している日本古代の建築生産は、国史などの文字資料が残存する点、建築遺構が
兼存する点、現在に到るまでの文化的な継続が認められる点などから、古代社会
の研究分野として貴重である。この日本古代の造営工程において計画資料として
機能した様に焦点を当て、記録ごとの様の内実や機能を復原し、その授受関係を
明らかにすることで、従来不分明であった計画と施工を結節する多様な契機に照
明を当て、当該期における造営状況の立体的な把握を試み、これらをもって日本
古代建築像の新たな理解に寄与するものである。  
本 論文は、序論（２章）、本論（１０章）、結論から構成されている。序論で

は、上記の研究目的や背景、研究方法を示し、続く本論は様の事例を個別に検討
し、第１章から第７章が企画構想・設計の検討における様、第８章および第９章
が実施施工の現場に登場する様の検討に相当し、第１０章は奈良時代から平安時
代にかけての様の語義または概念の変化について論じて、結論をまとめとした。  
本 論第１章「日本古代の建築の様に対する解釈」では、文献史料に残された様

の事例収集を行い、それらに対する解釈の仕方について、問題提起と新たな方針
提示を行った。建築の様は、書付け・図・模型などの諸形態があったと推察され
るものの、史料上では具体的な資料形態までは明瞭ではなく、また現存する実例
もない。既往の見解では、その資料形態を比定する研究姿勢が中心的に取られて
きたが、当該期の他史料から導かれる様の原義が手本・見本・模範・規定・標準
などであることと照合し、様とは特定の資料形態を指す語ではなく、工程上にお
ける影響関係によってそのように呼称された資料である点を指摘した。同時に、
その機能・影響性の解明が当該期の建築生産像の把握へと繋がる点を指摘し、以
下の各章の研究に対する指針とすることを述べた。  
第 ２章「実忠の様と奈良諸大寺の小塔殿の建築形式」では、神護景雲年間（ 767 

-  770）に東大寺僧・実忠が制作した小塔殿の様の影響性について述べた。小塔殿
とは称徳天皇勅願の百万小塔を納める堂であり、現存遺構は存在しないものの、
奈良諸大寺にそれぞれ建立されたことが諸記録より知られる。実忠の事績が集め
られた自伝的顕彰文である「東大寺権別当実忠二十九ヶ条事」には、自身の様に
より諸寺に小塔殿が建立されたと記されるが、文献史料に残るそれぞれの小塔殿
の記録を比較検討した結果、諸寺の建築形式は必ずしも一定していない点を明ら
かにし、この場合の実忠の様の規範性には融通があった点を指摘した。  
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第３章「実忠の東大寺における造営事績とその活動形態」では、同じく東大寺
僧・実忠が「東大寺権別当実忠二十九ヶ条事」にて記す多数の造営活動の具体を
検証し、その参画形態を造営体制・関係性の側面から考察した。一般に、僧侶に
よる造営への関与は役僧に就くことではじめて可能となるが、実忠の造営活動は、
役僧としての活動のほかにも、高僧の良弁や朝廷が造営への参画を保証した点を
明らかにした。また、その実忠の造営参画のあり方のひとつとして、計画資料で
ある様の制作や提出が挙げられる点を指摘した。  
第 ４章「天長年間の東大寺大仏修理にみる造営関係」では、具体的な造営事情

が窺える記録が残る天長４年（ 827） の 東 大寺大仏修理を事例に挙げ、特に企画
や計画のなされ方に着目して、造営の状況について述べた。本造営は、破損状況
のとらえ方の相違から、修理方針の策定について紛糾した事例であり、その経緯
が窺い知れる記録である。勅使、官人、工匠、僧侶などの多岐に渡る検討参画者
について、それぞれの立場や相関関係について明らかにし、論議の場面を復原し
て、当該期における造営過程の状況のひとつとして提示した。  
第 ５ 章「思託の西大寺八角塔の様」では、神護景雲年間（ 767 -  770） に 渡 来

僧・思託が西大寺の八角塔の様を制作したとする『延暦僧録』の記録を取り上げ、
様の内容や機能について述べた。西大寺の東西両塔は、称徳朝のもとで八角七重
塔として着工するが、後に四角五重へと変更して実現された経緯がある。その工
程を踏まえ、西大寺伽藍造営の進捗状況と照合しながら、思託の様はその当初計
画に寄与したことを述べた。また西大寺四王堂にかつて存在した八角五重小塔は、
着工した八角七重塔とは層数の相違はあるものの、思託が制作した様へと比定で
きる可能性を提示した。  
第 ６章「国分寺および大安寺造営における図と様の関係」では、図や様といっ

た建築計画資料の古記録上の表記のなされかたについて検討した。奈良時代にお
ける国分寺および国分尼寺の造営では、造営の促進を目的として中央政府から諸
国に宛てて「図」が頒下されたが、類似した事業である中国随朝の文帝による仁
寿舎利塔の造営では「様」が配布されたとあり、大安寺の造営では、留学僧・道
慈が将来した唐西明寺の「図」によったとあるが、一部の史料には「様」と書か
れる点を指摘し、両者が記録によっては近しいものとして捉えられていた可能性
を指摘した。  
第 ７章「古代における駅家建築の様」では、山陽道に配された長門国の駅家造

営における様について論じた。大同元年（ 806） に 律 令政府は、山陽道の各駅家
建築について修理の労力負担を軽減するよう勅を下すが、長門国の駅家新造にあ
たっては中央から様を送ることとした。その背景としては、財政逼迫による駅家
建築の修理や維持整備が困難ななかでも、山陽道長門国駅家が外交使節の海上通
過ルート近くに当たっていたために壮麗を示す目的があったことが挙げられ、そ
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のための標準や指針を有効に示すために、様が具体的な情報媒体と考えられて用
いられた可能性を指摘した。  
第 ８章「石山寺造営における長上と将領の作材」では、天平宝字５年から６年

（ 761 -  762） の 石山寺造営において、建材製造の指示の場面における様につい
て論じた。建材の準備は、石山寺近くの田上山にある山作所にて行われたが、実
質的な現場監督者であった長上工・船木宿奈麻呂は、石山寺の工事現場にありな
がら田上山へと逐次必要な部材の製造を指示していた点を明らかにし、その伝達
資料が様と呼ばれていたことを指摘した。また、情報伝達は事務官人である将領
が担っていた点を検討し、将領も工匠に準じた一定の技術的理解を有していた可
能性を指摘した。  
第 ９章「石山寺造営における良弁の改作指示」では、同じく天平宝字年間の石

山寺造営において、東大寺僧・良弁の指示によって仏堂建築の計画変更が行われ
た点に着目し、情報伝達の経緯と内容について検討した。変更は、軒先部材であ
る「棉梠」の寸法値を修正するかたちで示されており、製作部材に関する指示の
みではあるが、工程と仏堂建築の形式を復元した結果、屋根架構形式を変更する
全体形状に関するものであったことが判明した。良弁は、その全体を理解して変
更を指示したことが窺え、前章で述べたような工匠が部材製造を指示した様を、
僧侶が撤回・修正を行った状況が明らかとなった。  
第 １０章「古代における建築の様態の記述」では、後代の平安時代における様

の語の用例に着目し、奈良時代との相違点について検討を加えた。平安時代に編
纂された養老令の注釈書『令集解』では、前代にあたる奈良時代の様の説明とし
て「物之形様」および「形制法式」と挙げられるが、前者の説く形容・ありさま
と、後者の規範・規定としての性格では、解釈に差がある。この状況を踏まえ、
平安時代末期の大江親通による南都諸寺の記録『七大寺日記』に頻出する様の表
現を取り上げ、用法を検討した。その結果、前者の意味に相当することが分かり、
それゆえ「形制法式」としての様の語義は失われつつある点を指摘した。  
結 論では、以上の各論の結語を要約し、総括的に述べた。造営の工程からみた

様の機能や、授受関係からみた当該期における造営関連機関・人物の相互関係性
ついて俯瞰的に検討した結果、様は、企画構想段階における検討の対象物、計画
から工事実施への情報伝達資料、造営工事中における計画変更や建材調達のため
の資料などとして、工程の多岐に渡る過程で機能していたことが判明し、また、
中央・地方政府、工匠、僧侶といった組織や人物の間で授受された点が明らかと
なった。設計施工が一体とされ、特に設計活動の職能的専門性が不明瞭・未確立
とされる古代建築造営体制においても、様は分業や造営への参画を保証する資料
として機能した点を指摘し、そのような様を介した建築造営形態のモデルを提示
した。様に焦点を当てることで、造営における活動形態の多様性が示され、日本
古代建築の理解に新たな奥行きと意義を付与することができたと考えられる。
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